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今までＫＯＬＡで作成して
いた杉村公園周辺の地図。今
回、和歌山ＯＬ協会に引き継
ぎ、新たなパークＯマップと
して生まれ変わりました。そ
のお披露目としてパークＯ
第１戦を開催。さて…。 

 
■ リメイク杉村公園 ■ 

杉村公園を含む周辺を、『菖蒲谷』と
して地図を作製したのは１０年前、Ｋ
ＯＬＡの２０周年大会としてでした。
それから、なんどか調査をして年に１
回の大会としてやってきたのですが、
参加者もなかなか増えずに、一昨年に
中断していました。 

そこへ、「パークＯ開催のために使
わせてもらえないか」と和歌山協会か
らの打診がありました。協議の結果、
テレインが和歌山内にあることや、精
度の高い地図になる可能性が高いとお
もうので、ＫＯＬＡとして了承。結果、
範囲は以前より狭くなったものの、格
段に満足のいく地図に仕上がりました。 
 
 

■ パークＯ第１戦 ■ 
「パークＯツアー in 関西」とは、
関西６府県（大阪・京都・和歌山・兵
庫・滋賀・奈良）での６連戦のパーク
Ｏをポイント制で競うもので、「パー
クOの普及と一般への認知」「オリエン
ティアのモチベーション向上の一つ」
「各府県協会の連携・交流」の３つを
目的に行われています。今回は、2006
年度大会の第１戦。 
 Ａクラスは、予選・決勝方式で行わ
れました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 上位者のコメント ■ 
 
ネットでの公開用に上位者からコメ

ントをいただいていましたので、紹介
させてもらいます。 
 
MA クラス  
1 位 松澤 俊行 0:19:09 三河ＯＬＣ 

「パークＯツアーｉｎ関西」は、最
新のスプリント作図基準の地図を使用
できたり、予選＆決勝方式で競技でき
たりと、日本代表級の選手にとっても
貴重なトレーニングの機会になってい
ると思います。私自身も毎回楽しみに
しているのですが、愛知県に移り住ん
でからも「和歌山県は近くて遠い地域」
という印象を持っており、過去和歌山
県ラウンドに参加したことはありませ
んでした。今回は同行してくださる方
が見つかり、喜び勇んで駆けつけまし
た。 

和歌山県は、本当に近くて遠く、駐
車場に到着したのは予選スタート１５
分前。そこから素早く着替えて駆け足
で会場を通過、スタート時刻の１分前
にようやく枠に入れました。 

予選はいかにも予選らしい、大きな
ミスをした人のみをふるい落とすよう
な設定。メインのエリアは使われてい
ないという印象で、午後に向けての期
待が高まりました。決勝スタート前に
は「ここのテレインで爽やかなコース
を追求しても仕方がないので・・・」
というアナウンスがなされており、思

わず苦笑。 
そうして迎えた決勝では、期待通り

ルートチョイスの工夫が試される、具
体的には「いかにシンプルにアタック
をするか、そのために迂回ルートも厭
わず選べるか」という面白い設定がな
されていました。設定側の宣言どおり、
「テレインの特性を活かした」コース
でした。手前味噌になりますが、その
設定に応える走りができたのではない
かと考えています。運営者の皆さん、
あらためて大会の準備をありがとうご
ざいました。 

今後のレースにも、勝利を目指し、
年間総合優勝を目指し、高いモチベー
ションを持って臨みます。「パークＯ
ツアーｉｎ関西」の、そして和歌山県
のオリエンテーリングの今後に大いに
期待しています。 
 
 
2 位   片山 裕典 0:22:13   おいぐす 

和歌山は微妙に遠いので全く参加す
るつもりはなかったのですが、公開さ
れた旧マップを見て、CC7 前の最終調整
になりそうだと思い参加することにし
ました。ところが、調整どころか、ス
タートリストから松澤さんの名前を発
見し、ぐぐっとテンションアップ。勝
てる気はしないが、去年より差は縮ま
っていないか？力試しだ。その高いモ
チベーションで臨んだものの結果は惨
敗。ルートチョイスやナビゲーション
力も問われかつタフなコース、技術的
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にも体力的にも格の違いを実感させら
れました。 

やるからにはもっともっと速くなり
たい。これからは松澤さんのような強
い意思を持って、松澤さんの 7 割くら
いの努力をしていこうと思いました。 

最後に、このような刺激的で有意義
な大会を提供してくださった運営者の
みなさん、本当にありがとうございま
した。 
 
 WA クラス 上位者コメント 
1 位松本 知佐子 0:33:57Ｔ.Ｚｅｂｒａ  
2 位田川 雅美 0:35:33  京女 OLC  

走ってみて・・・４ポで、かなりつ
ぼってしまいました。 

尾根をまく感じでいきたかったので
すが、思っていたより下ってしまって、
４ポまで尾根をまきつつ、激斜を上り
つつ・・・という状態で、自分の未熟
さも加わって、まさに落ちたら死ぬ～
～って感じで必死でした。 

あと、５ポへ向かう時に、１位の松
本さんと同じ沢を下ったのですが、と
ても容易に通れるっていう感じじゃな
く、思った以上に時間がかかってしま
いました。なんだか走るのが大変なハ
ッチを通っている印象を受けたくらい
でした。 
 
3 位 瀧川 朋 0:36:41ＯＬＣふるはうす 

あんまり考えずにルートをたどった
ところでやはり大きくミスしています
ね。（３→４ ） 

道をつかいすぎているのもわかりま
したし。 

ルートを書くことで、基本をちょっ
と思い出しました。 
 

■ コンパスが逆だ！ ■ 
 

さて、今回の大会では地図調査を手
伝って、元地図の保持者ということで、
運営を手伝うことになり、スタート位
置でうろうろしていました。スタート
までのテープ誘導が少なくてとまどっ
た人が多くて、すいませんでした。連
れて行ったクラブの生徒も、結局スタ
ート時刻に間に合わずに、遅刻スター
トになってしまいまいました。 

予選が終わって、スタートの仕事も
終わったので、午後の決勝レースに参
加。…といっても自由参加のＢとして
ですが、なんといっても何回もＫＯＬ
Ａで大会をして地図調査もしている勝
手しったるテレイン、走力はないけど
目標はトップ＋１０分くらいかなとか、
考えながらスタート。４までは順調だ
ったんだけど、５へ行く前に「ちょっ
とコンパスで直進でも…」と考えてみ
たのが災いした。走り出して？？。あ

れ？。なんとコンパスが狂っていて 180
度違う方向に走っていた。そこまで全
然コンパスを確認しなかったので、気
づかなかった(--;)。そこからつぼって
しまい、さんざんな結果になってしま
った。 
同じくＫＯＬＡの永瀬君も、予選段

階でとんでもない方向にいってしまっ
たとのこと。なまじ現地を知っている
と思いこんでのミスですね。 
 

（横田実） 

MAFA
1 松澤　俊行 0:19:09三河ＯＬＣ
2 片山　裕典 0:22:13おいぐす
3 小林　康浩 0:23:28大阪OLC
4 中村　貴史 0:23:37杉風会
5 奥村　理也 0:26:00 OLC吉備路
6 山本　賀彦 0:27:13ＯＬＰ兵庫
7 辻村　歩 0:27:21ＯＬＣふるはうす
8 大林　俊彦 0:29:37うるしの会
9 宮本 光一朗 0:36:46みやこＯＬＣ
参 杉尾　光 0:37:39
10 谷村　正樹 0:38:15杉風会
11 川前　紀尚 0:38:25ＯＬＣふるはうす
12 福田　圭佑 0:41:39

室田　知宏 DISQ京大OLC
MAFB

参 角岡　明 0:29:30つるまいOLC
参 伊藤　哲夫 0:31:27松阪ＯＬＣ
参 根本　雅昭 0:34:26大阪OLC
参 河合 利幸 0:36:43 OLCレオ
参 横田　実 0:43:25岸和田OLA
参 前田　春正 0:44:13 KOLA
参 上松晋也 0:46:37

1 PAOLO CONSOLI 0:48:35 US ACLI UNIONELOMBARDA
参 田島　佑輔 0:48:43
2 石原　孝彦 0:53:42
3 山田　知度 0:56:01
4 杉村　和彦 0:56:19京都橘大学OLC
参 川口 　誠 0:57:17
参 頓宮　秀徳 1:09:01

WAFA
1 松本　知佐子 0:33:57Ｔ.Ｚｅｂｒａ
2 田川　雅美 0:35:33京女OLC
3 瀧川　朋子 0:36:41ＯＬＣふるはうす
4 青柳　紀子 0:47:46ＯＬＣふるはうす
参 細川　彩 0:49:31

WAFB
参 石田　亘宏 0:45:45愛知OLC
1 林　　加奈 0:56:35京都橘大学OLC
2 藤谷　明日香 1:07:16京都橘大学OLC
佐藤 ゆかり DISQ
山本 陽子 DISQ


